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日本岩石鉱物鉱床学会平成17年度第 3回評議員会議事録 
 
日時：平成 18年 7月 22日(土)  14:00～16:00 
会場：神戸大学理学部 Z棟 Z103号教室 
出席者：小畑会長，有馬，板谷，榎並，大谷，佐藤，鈴木，土'山，
富樫，小山内，奥山，榊原，平島，藤巻，松原，吉田各評
議員（15名），工藤会計常務委員，森下庶務委員 

 
１．報告および承認事項 
 
（１）次期会長候補について（小畑会長） 

5月 25日まで正会員 10名以上による候補者の推薦がなかった
ので，選挙規則抜第４条に基づき会長候補者推薦委員７名による
投票を行い、投票数一位の板谷徹丸会員を岩鉱学会次期会長候補
者として評議員会へ推薦し，6月 12日までの評議員会審議の結果，
板谷会員を次期会長候補者に決定したとの報告が行われた 
候補者：板谷徹丸 
最終学歴：東北大学大学院理学研究科博士課程修了 理学博士 
専門：地質年代学 
所属：岡山理科大学教授および同自然科学研究所所長 

 
（２）論文賞，研究奨励賞，渡邉萬次郎賞について（吉田常務委員） 
 
○第 2回論文賞授賞論文は第２回評議員会で報告審議し決定した
との報告が行われた。 
授賞論文：Permo-Triassic ultrahigh-temperature metamorphism in the 

Kontum massif, central Vietnam（JMPS Vol. 99 no. 4, 
225-241） 

受賞者: Yasuhito OSANAI, Nobuhiko NAKANO, Masaaki OWADA, 
Tran Ngoc NAM, Tsuyoshi TOYOSHIMA, Toshiaki 
TSUNOGAE, Pham BINH 

 
○研究奨励賞 

5名の候補者について研究奨励賞審査委員会で慎重に審議し，
下記の 2名の会員を委員会から「研究奨励賞」授賞候補者とし
て推薦し，評議員会で決定したことが報告された。 

 
「研究奨励賞」受賞者 

 
第 47回研究奨励賞受賞者   
辻森 樹  金沢大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー 

講師(研究機関研究員) 
第 48回研究奨励賞受賞者   
栗谷 豪   京都大学大学院理学研究科附属地球熱学 

研究施設研究員（研究機関） 
 
○渡邉萬次郎賞 

 
第 21 回渡邉萬次郎賞受賞者岩﨑正夫会員（岩﨑地質研究所）
については第2回評議員会で審議，決定したことが報告された。 

 
（３）地惑連合報告，学術会議報告 
・地球惑星科学委員会国際対応分科会・IUGS小委員会報告 

（小山内委員） 
IUGS Executive Committee会議が，2007年 1月 14～21日に奈良で
開催される予定であること，および IYPE委員会を IUGS小委員
会のワーキンググループとし，正式に日本学術会議の中に位置づ
けることを検討していることが報告された． 

 
（４）学術会議・行動規範について（小山内庶務常務委員） 
学術会議から「科学者の行動規範」暫定版が送付され，岩鉱学
会としての取り組みについて調査依頼があった．この件に関し，
岩鉱学会としてもこの「科学者の行動規範」を採用し，倫理的意
識の向上をはかる予定である旨を回答したことが報告された． 

 

（５）IMA分担金について 
IMA 組織委員会・大谷事務局長から，IMA2006-KOBE の財政
状況が好転していることから，主催学会・IMA分担金の送金手続き
を一時留保願いたい旨，連絡があった． 
 
２．審議事項 
（１）学会統合の是非について： 
統合最終案について，下記のような修正に関する意見も出され
審議され，原案はそのままにし，今後の統合が決定された場合に，
改案を話し合っていくことが提案され，承認された。 

 
（原案）第２条  本会は鉱物科学およびこれに関連する諸分野の学

問の進歩と普及をはかることを目的とする． 
（改案）第２条  本会は岩石学・鉱物学・鉱床学およびこれに関連

する諸分野の学問を含めた鉱物科学の進歩と普
及をはかることを目的とする． 

（２）臨時総会運営次第 
7月 23日（日）の臨時総会を，以下のような次第で行うという
ことが審議され，承認された。 
                
 次 第 
 １．開会 
 ２．議長選出 
 ３．会長挨拶 
  
 
４．各賞授賞式（研究奨励賞，論文賞，渡邉萬次郎賞） 
 ５．日本鉱物学会との学会統合について＜審議＞ 
  １）経緯説明（会長） 
  ２）学会統合案の説明（会長） 
  ３）質疑・応答（統合WGメンバー） 
  ４）学会統合の是非・採決 
 
（３）臨時総会議長選出 
この臨時総会の議長は，統合問題について状況を把握された方
が適任であるということで，審議を行い，板谷評議員に議長を行
ってもらう事が提案されて，承認された． 

 
（４）2008年以降の秋季大会について 
地質学会から秋季学会の共同開催のための調整開始の申し入
れがあったことが小畑会長より報告がなされた．この申し入れに
対しては，鉱物学会との統合が決定してから，話し合いを行う事
が提案され，承認された．  


